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(1)　第1866号　2022年２月５日・15日

第１回ユニオンセミナー
日時　２月26日（土）13：30～17：00
場所　水戸市　自治労会館
内容　自治労運動について/自治労共済について
　　　給与制度の仕組み/私たちの権利について

自
治
労
は
、
１
月
　
、
　

27

28

日
、
第
１
６
１
回
中
央
委
員

会
を
開
き
、
２
０
２
２
春
闘

方
針
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
川
本

委
員
長
は
、
こ
の
間
、
コ
ロ

ナ
禍
で
奮
闘
す
る
職
員
に
感

謝
と
敬
意
を
表
し
、
政
府
の

コ
ロ
ナ
対
策
見
通
し
の
甘
さ

を
指
摘
。
ワ
ク
チ
ン
対
応
を

は
じ
め
住
民
の
苦
情
な
ど
矢

面
に
立
た
さ
れ
る
の
は
自
治

体
職
員
で
あ
り
、
人
員
不
足

や
保
健
所
業
務
な
ど
現
場
の

声
を
具
体
的
な
改
善
に
つ
な

げ
る
た
め
政
府
・
国
会
対
策

を
強
め
て
い
く
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
岸
田
政
権
は
成

長
と
分
配
の
好
循
環
を
実
現

す
る
と
い
う
も
の
の
経
済
情

勢
は
不
透
明
。
賃
金
を
含
め

た
人
へ
の
投
資
、
適
正
な
配

分
を
労
組
と
し
て
要
求
し
、

賃
上
げ
・
底
支
え
・
格
差
是

正
の
た
め
春
闘
に
全
力
で
取

り
組
も
う
と
訴
え
ま
し
た
。

政
治
を
め
ぐ
る
情
勢
で
は
、

改
憲
へ
の
拙
速
な
議
論
を
阻

止
し
発
議
に
必
要
な
３
分
の

２
議
席
を
割
り
込
ま
せ
、
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
む

け
た
中
道
・
リ
ベ
ラ
ル
勢
力

の
拡
大
、
７
月
の
参
院
選
で

は
鬼
木
ま
こ
と
の
圧
倒
的
な

勝
利
を
め
ざ
そ
う
と
訴
え
ま

し
た
。

委
員
会
で
は
、
経
過
報
告

の
質
疑
討
論
・
採
決
、
春
闘

方
針
、
当
面
の
闘
争
方
針
、

一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正

予
算
、
特
別
中
央
執
行
委
員

選
任
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
 ２
０
２
２
本
部
春
闘
方
針
 

○
参
加
す
る
春
闘

「
１
年
の
た
た
か
い
の
ス

タ
ー
ト
は
春
闘
か
ら
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
組
合
員
一
人

ひ
と
り
の
声
を
聞
き
参
加
す

る
春
闘
と
し
ま
す
。
賃
金
要

求
、
人
員
確
保
、
長
時
間
労

働
是
正
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
処
遇
改
善
に
む
け
て
取

り
組
み
、
定
年
引
上
げ
は
、

各
自
治
体
で
の
制
度
確
立
を

め
ざ
し
て
交
渉
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
春
闘
期
を
組
織

強
化
・
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
同
じ
職
場
で
働
く
す

べ
て
の
仲
間
の
組
織
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
地
域
社
会
へ
ア
ピ
ー
ル

地
域
社
会
に
良
質
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
拡
充
の

た
め
の
人
員
確
保
、
人
材
育

中央委員会の最後に川本委員長の団結ガンバロー

成
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と

投
資
を
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
全
国
展
開
し
ま
す
。
同
時

に
組
合
員
の
連
帯
と
仲
間
意

識
の
醸
成
を
は
か
り
ま
す
。

○
参
院
選
の
鬼
木
ま
こ
と
必
勝

第
　
回
参
議
院
選
挙
で
は

26

鬼
木
ま
こ
と
の
勝
利
に
向
け

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
公

共
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
に
と
っ

て
政
治
は
無
関
係
で
は
な

く
、
私
た
ち
の
声
を
直
接
国

政
に
反
映
、
組
織
強
化
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
と
し
て
鬼

木
ま
こ
と
の
組
合
員
へ
の
浸

透
に
努
め
ま
す
。

組
み
を
協
議
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
千
歳
委
員
長

は
、
確
定
期
の
　
月
一
時
金

12

６
月
減
額
調
整
、
定
年
引
上

げ
の
６
月
議
会
上
程
に
向
け

た
年
度
内
協
議
、
コ
ロ
ナ
克

服
・
新
時
代
開
拓
の
た
め
の

経
済
対
策
と
し
て
医
療
・
社

会
福
祉
職
場
の
処
遇
改
善
の

公
務
に
お
け
る
対
応
な
ど
の

課
題
に
触
れ
、
県
本
部
と
単

組
が
連
携
し
春
闘
と
合
わ
せ

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
こ

う
と
訴
え
ま
し
た
。

次
に
、
生
井
澤
書
記
長
か

ら
、
地
公
労
妥
結
、
市
町
村

課
協
議
結
果
報
告
と
、
本
部

中
央
委
員
会
へ
臨
む
に
あ
た

る
県
本
部
態
度
を

提
案
。
花
島
副
委

員
長
か
ら
は
、
次

期
発
効
か
ら
開
始

の
改
正
団
体
生
命

共
済
の
制
度
概
要

と
共
済
推
進
方
針

を
提
案
し
、
全
体

の
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
県

職
連
合
の
須
之
内

委
員
長
か
ら
定
年

引
上
げ
に
伴
う
制

度
設
計
へ
の
協
議

経
過
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

単
組
で
は
　
歳
以
降
の
働
き

60

方
、
職
員
採
用
の
あ
り
方
、

給
与
な
ど
の
制
度
確
立
の
た

め
今
年
度
中
の
協
議
・
交
渉

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
岸
田
首
相
の
打
ち

出
し
た
コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時

代
開
拓
の
た
め
の
経
済
対
策

と
し
て
補
助
金
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
公
務
に
お
け
る
対

応
と
し
て
、
保
育
所
・
幼
稚

園
・
医
療
（
看
護
）
・
介
護

等
職
場
の
処
遇
（
賃
金
）
改

善
を
２
月
よ
り
速
や
か
に
行

う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め

春
闘
要
求
に
加
え
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
本
部
で
は
、
確
定
期
か

ら
の
積
み
残
し
課
題
と
合
わ

せ
て
定
年
引
上
げ
、
医
療
・

福
祉
職
場
の
処
遇
改
善
を
春

闘
期
に
取
り
組
み
ま
す
。
多

く
の
課
題
が
山
積
し
ま
す

が
、
組
合
員
の
身
近
な
職
場

実
態
の
把
握
、
改
善
要
望
と

と
も
に
、
少
な
く
と
も
「
１

単
組
３
つ
の
要
求
」
を
確
実

に
行
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

本
部
方
針
に
賛
成
で
臨
む

　
１
単
組
３
つ
の
春
闘
要
求
を

花島副委員長が改正団体生命共済の取り組みを提案

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

第１６１回 中央委員会

「公共サービスにもっと投資を！「公共サービスにもっと投資を！」」キャンペーン全国展開キャンペーン全国展開
2022春闘方針を決2022春闘方針を決定定

気になる方は各所属組合へ
まず、お見積もりで

32.5％ＯＦＦ[団体割引掛金]を
実感してみよう

県本部の主な春闘要求内容
●賃金・労働条件の改善
初任給引き上げ、昇格・昇給制度改善、号給増設など４％
以上の賃上げと、医療・社会福祉職場の処遇改善（コロナ
克服・新時代開拓のための経済対策）への速やかな対応。

●必要な人員の確保
職場実態点検から公共サービスの水準確保のために必要
な人員の配置をめざす。

●長時間労働の是正と休暇制度の拡充
労働時間の適正な把握、時間外勤務命令上限規制の具現
化、36協定締結など職場からの働き方改革の実現。子の
看護休暇を「家族看護休暇」として対象範囲の拡充をめざ
す。

●定年引き上げにむけた制度の確立
自治体の実情や職場実態を踏まえ、国に遅れることなく
確実な実施をめざす。

●会計年度任用職員の処遇改善
地域公共サービスの重要な担い手、同じ職場の仲間であ
るという認識のもと常勤職員との均衡・権衡をめざす。

●公共民間職場等の賃金・労働条件の改善
賃金・労働条件の改善と雇用の確立、長時間労働是正など
36協定締結内容の点検と見直し。

単組代表者会議県
本
部
は
１
月
　
日
、
　

24

17

単
組
が
参
加
し
単
組
代
表
者

会
議
を
開
き
、
自
治
労
第
１

６
１
回
中
央
委
員
会
に
臨
む

県
本
部
方
針
と
、
改
正
団
体

生
命
共
済
、
当
面
す
る
取
り
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り
。
継
続
す
る
確
定
闘
争
と

合
わ
せ
春
闘
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

東
海
村
職

　
月
要
求
書
提
出
。
一
時

11
金
　
月
見
送
り
。
昨
年
勝
ち

12
取
っ
た
家
族
看
護
休
暇
の
子

の
年
齢
引
上
げ
を
要
求
。

「
ハ
ッ
ピ
ー
ト
ー
ク
」を
行
い

組
合
員
か
ら
直
接
意
見
聞

く
。

大
洗
町
職

　
月
要
求
書
提
出
。
休
日

11
出
勤
振
替
、
時
間
外
管
理
へ

の
対
応
、
４
級
一
時
金
傾
斜

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

　
自
治
労
２
０
２
２
年
男
女

平
等
推
進
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

は
、
全
国
か
ら
多
く
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
自
治
労
本

部
の
選
考
の
結
果
、
北
茨
城

市
職
連
合
の
松
川
記
壽
さ
ん

が
特
賞
と
な
り
、
今
年
度
の

自
治
労
啓
発
用
ポ
テ
ッ
カ
ー

に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

   自
治
労
の
取
り
組
み
 

　
自
治
労
が
「
男
女
平
等
参

画
」
を
初
め
て
提
起
し
た
の

男
女
平
等
推
進
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

　
北
茨
城
市
職
の
松
川
さ
ん
特
賞

謂

井

遺

亥

違違違違違違違

違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

2022年度町村評議会役員体制
議　　長 中川　洋一（阿見町職）

副　議　長 松岡　　渉（河内町職）

事務局長 谷田部恵太（県　本　部）

幹　　事 飯島　崇弘（美浦村職）

幹　　事 高村　喜尚（大子町職）

幹　　事 佐藤　洋輔（東海村職）

幹　　事 石井　康之（大洗町職）

幹　　事 瀧田　真史（城里町職）

幹　　事 郡司　孝紀（茨城町職）

県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
のののののののののののののののののののの
仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
でででででででででででででででででででで
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交

県
内
町
村
職
の
仲
間
で
交
流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流

　
　
町
村
評
議
会
が
総
会
開
く

配
分
率
の
見
直
し
な
ど
要
求

済
み
。

城
里
町
職

時
間
外
予
算
の
要
望
書
提

出
済
み
。
組
合
員
へ
セ
ク
ハ

ラ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

茨
城
町
職

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
対
応
対

策
室
派
遣
の
た
め
人
員
不
足

で
人
員
要
求
。
一
時
金
減
額

調
整
・
会
計
年
度
任
用
職
員

の
処
遇
改
善
要
求
済
み
。

阿
見
町
職

要
求
書
提
出
済
み
。
一
時

金
　
月
見
送
り
。
コ
ロ
ナ
に

12
よ
り
時
間
外
増
で
組
合
員
か

ら
は
人
員
増
の
声
。

美
浦
村
職

要
求
書
提
出
済
み
。
今
後

対
応
予
定
。

河
内
町
職

要
求
書
提
出
済
み
。
特
に

出
張
時
の
高
速
利
用
制
限
緩

和
を
交
渉
中
。

は
、
１
９
９
０
年
８
月
の
第

　
回
定
期
大
会
で
し
た
。
そ

59の
後
、
１
９
９
５
年
に
は

「
男
女
が
と
も
に
担
う
自
治

労
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
職

場
や
地
域
、
労
働
組
合
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
男
女
平

等
参
画
社
会
の
実
現
に
む
け

て
通
年
で
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
毎
年
６
月
を

「
男
女
平
等
推
進
月
間
」
と

し
て
位
置
付
け
、
内
閣
府
・

総
務
省
・
厚
労
省
・
地
方
三

団
体
（
全
国
知
事
会
、
全
国

市
長
会
、
全
国
町
村
会
）
に

対
し
、
男
女
平
等
社
会
の
実

現
を
求
め
る
要
請
行
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

   県
本
部
の
要
請
行
動
 

　
県
本
部
で
は
、
各
自
治
体

に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
計

画
策
定
な
ど
法
律
に
基
づ
く

取
り
組
み
や
、
男
女
平
等
の

推
進
に
関
す
る
施
策
が
実
効

県
内
８
町
村
職
で
つ
く
る

県
本
部
町
村
評
議
会
は
、
１

月
　
日
、
自
治
労
会
館
で
２
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２
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２
０
２
１
年
度
総

会
を
開
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
石
井
康
之
議
長

か
ら
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
十
分

な
活
動
を
行
え
な
い
中
で
も

で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、
継

続
し
て
町
村
職
が
一
丸
と

な
っ
て
組
合
活
動
に
ま
い
進

し
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。
谷
田
部
事

務
局
長
か
ら
は
、
経
過
報
告

と
町
村
職
の
連
携
・
強
化
な

ど
新
年
度
活
動
方
針
が
提
案

さ
れ
、
全
体
の
拍
手
で
承

認
。
役
員
改
選
で
は
阿
見
町

職
の
中
川
洋
一
さ
ん
が
新
議

長
と
な
る
執
行
体
制

を
決
定
し
ま
し
た
。

総
会
後
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
単
組
か
ら
現

在
の
課
題
や
取
り
組

み
報
告
が
あ
り
、
全

体
で
情
報
を
共
有
し

ま
し
た
。

大
子
町
職

　
月
要
求
書
提

11
出
。
一
時
金
の
減
額

調
整
は
　
月
見
送

12

団結ガンバローを三唱し連帯を決意

採用されたキャッチコピー

性
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
２

０
２
１
年
７
月
に
県
市
長

会
・
町
村
会
へ
要
請
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
医

療
・
介
護
・
保
育
職
場
、
非

正
規
労
働
者
な
ど
多
く
の
女

性
労
働
者
が
環
境
や
処
遇
で

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
ず
職
場
か
ら
男
女
平
等

を
掲
げ
、
男
女
平
等
社
会
実

現
へ
の
意
識
づ
く
り
が
必
要

で
す
。


